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能登はやさしや土までも
　能登霧島（ノトキリシマ）は南北朝時代末期に諸国漫遊の旅に出ていた当地・
小坂家の祖先が日向（宮崎県）から持ち帰ったものとの伝承があるそうです。鹿
児島や宮崎などの南九州から、たびたびキリシマが運ばれ、土までやさしい能登
人の手により、丹精に育てられてきたからこそ、樹齢数百年というノトキリシマ
が、今もこの地に真っ赤な花を咲かせています。  （

【行財政改革】
足腰の強い経営体質を目指して
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方
針
…
行
政
評
価
制
度(

＊)

を
導
入
し
、
政

策
・
施
策
・
事
務
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
「
計
画
↓

実
行
↓
評
価
↓
改
善
」
を
確
立
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
そ
の
結
果
を
総
合
計
画
の
進
行

管
理 

、
予
算
編
成
、
組
織
改
正
、
定
員

管
理
に
活
用
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
運
転
開
始
に
伴
う
固
定
資
産

税
が
一
時
的
に
増
加
し
ま
す
が
、
昨
年
度
を
ピ
ー
ク
に
今
後
は
毎
年
最
大
で
６
億
円

の
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
税
収
の
伸
び
悩
み
、
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
、
社
会
福
祉

費
の
増
加
、
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
を
踏
ま
え
る
と
、
さ
ら
に
強
力
に
行
財
政
改

革
を
推
進
し
、
足
腰
の
強
い
経
営
体
質
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
18
年
12
月
に
行
政
改
革
大
綱
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
定
員
適
正
化

計
画
を
策
定
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
と
と
も
に
、
概
要
版
を
全
世
帯
に
配
布

し
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
議
会
及
び
行
政
改
革
推

進
委
員
会
で
実
施
状
況
を
調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
広
く
住
民
の
皆
様
に
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
平
成
18
年
度
と
平
成
19
年
度
の
実
績
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
で
の
計
画
全
体
の
達
成
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　
事
務
事
業
の
再
編·

整
理·

廃
止·

　
　

統
合
の
推
進

(

平
成
19
年
度)

・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
事
務
事
業

評
価
シ
ー
ト
の
検
討

・
行
政
評
価
制
度
研
修
会
と
意
識
改
革

研
修
会
を
開
催

・
事
務
事
業
目
的
体
系
化
シ
ー
ト
と
事

務
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
記
載
説
明
会

を
開
催

・
１
係
に
つ
き
１
つ
の
事
務
事
業
を
試

行
評
価

・
試
行
評
価
の
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を
実
施

・
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

方
針
…
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
を
目
指

し
、
行
政
評
価(

事
務
事
業
評
価)

に
よ
る

事
務
事
業
全
般
の
再
点
検
を
行
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
民
間
の
質
の
高
い
ノ
ウ
ハ
ウ
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き

る
事
業
や
経
費
節
減
の
効
果
の
あ
る
事
業

に
つ
い
て
は
、民
間
委
託
を
推
進
し
ま
す
。

２　
民
間
委
託
等
の
推
進

 
【
行
財
政
改
革
】

 
足
腰
の
強
い
経
営
体
質
を
目
指
し
て

　
　

 
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況

【
用
語
解
説
】

＊
行
政
評
価
制
度
…
…

　
　

政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
の
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
、行
政
活
動
の
結
果
、

そ
れ
が
本
来
求
め
て
い
た
目
的
に
対

し
て
、
ど
れ
だ
け
の
成
果
が
上
が
っ

た
の
か
を
客
観
的
に
把
握
・
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
次
年
度
以
降
の
行
政
活

動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
。

行
政
評
価
制
度
の
導
入

行
政
評
価
制
度
の
導
入

(
平
成
18
年
度)

・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
事
務
事
業

目
的
体
系
化
手
法
の
検
討

・
行
政
評
価
制
度
研
修
会
と
事
務
事
業

目
的
体
系
化
の
記
載
説
明
会
を
開
催

  特 集

計画全体 (86項目 )の達成率

(                                          )



方
針
…
少
子
化
傾
向
を
踏
ま
え
、
保
育
園
の

統
廃
合
、
小
・
中
学
校
の
再
編
な
ど
を
行

い
、規
模
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
再
編
に
よ
る
空
き
施
設
に
つ
い

て
は
、
有
効
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

３　
組
織
・
機
構
改
革
の
推
進

(

平
成
18
年
度)

・
校
舎
と
体
育
館
の
整
備

(

平
成
19
年
度)

・
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
新
「
志

賀
中
学
校
」
が
開
校

中
学
校
の
再
編　
　
　

中
学
校
の
再
編　
　
　

(
平
成
18
年
度)

・
平
成
18
年
度
、
24
施
設
に
つ
い
て
制

度
導
入

・
平
成
18
年
７
月
１
日
か
ら
志
賀
町
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
制
度
導
入

【
指
定
管
理
者
⇩
㈳
は
ま
な
す
会
】

指
定
管
理
者
制
度
の
適
切
な
導
入

指
定
管
理
者
制
度
の
適
切
な
導
入

(

平
成
19
年
度)

・
平
成
20
年
２
月
１
日
か
ら
志
賀
町

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
制
度
導
入

　
【
指
定
管
理
者
⇩
㈳
は
ま
な
す
会
】

※
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
、
39
施
設

に
つ
い
て
制
度
導
入
済

(

平
成
18
年
度)

・
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
高
浜
保
育

園
に
延
長
保
育
を
導
入

(

平
成
19
年
度)

・
堀
松
保
育
園
を
休
止
し
、
空
き
施
設

と
な
っ
た
堀
松
保
育
園
を
堀
松
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
転
用

保
育
園
の
整
理
統
廃
合

保
育
園
の
整
理
統
廃
合

及
び
保
育
機
能
の
充
実

及
び
保
育
機
能
の
充
実

指定管理者制度導入施設

施　設　名 指定管理者

アクアパーク  シ・オン ㈶志賀町公共施設等管理公社

みちのえき  旬菜館 ㈶志賀町公共施設等管理公社

志賀の郷運動公園 ㈶志賀町公共施設等管理公社

能登中核工業団地コミュニティ施設 ㈶志賀町公共施設等管理公社

花のミュージアム フローリィ ㈲フローリィ

志賀の郷ファミリーパーク ㈱いこいの村能登半島

施　設　名 指定管理者

シーサイドヴィラ渤海 ㈱富来観光産業振興公社

富来サイクリングターミナル ㈱富来観光産業振興公社

能登リゾートエリア増穂浦 ㈱富来観光産業振興公社

道の駅  とぎ海街道 ㈱富来観光産業振興公社

魚のいない水族館 (※) ㈱富来観光産業振興公社

低温自動ラック倉庫 志賀農業協同組合　

施　設　名 指定管理者

やすらぎ荘 ㈳志賀町社会福祉協議会

シルバーハウス ㈳志賀町社会福祉協議会

とぎ地域福祉センター ㈳志賀町社会福祉協議会

とぎ温泉センター ㈳志賀町社会福祉協議会

大島キャンプ場 大島観光開発㈱

赤住漁港公園 赤住区

地区集会施設 (19か所 ) 各地区

(

平
成
18
年
度)

・
共
同
調
理
場
の
統
合
に
伴
い
、
給
食
配

送
車
４
台
分
を
㈶
志
賀
町
公
共
施
設
等

管
理
公
社
へ
委
託

(

平
成
19
年
度)

・
新
志
賀
中
学
校
の
開
校
に
伴
い
、
配

送
業
務
の
委
託
内
容
を
見
直
し

学
校
給
食
配
送
業
務
の
民
間
委
託

学
校
給
食
配
送
業
務
の
民
間
委
託

(

平
成
18
年
度)

・
㈳
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
一
部
委
託

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
業
務
の
民
間
委
託

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
業
務
の
民
間
委
託

(※魚のいない水族館は、平成20年度に解体予定 )



方
針
…
情
報
通
信
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
た

め
、町
内
全
域
に
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
を
整
備
し
、

難
視
聴
地
域
の
是
正
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
防

災
行
政
情
報
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

５　
電
子
自
治
体
の
推
進

(

平
成
18
年
度)

・
平
成
18
年
12
月
に
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
事

業
基
本
計
画
を
策
定

(

平
成
19
年
度)

・
平
成
20
年
10
月
の
供
用
開
始
を
目
指

し
て
整
備
事
業
を
推
進

・
説
明
会
を
平
成
19
年
10
月
か
ら
実
施

し
、
全
地
区
で
合
計
72
回
実
施

※
第
１
期
エ
リ
ア(

西
浦
、
西
海
、
西

増
穂
、
福
浦
、
熊
野
、
上
熊
野
、
土

田
、
加
茂)

※
第
２
期
エ
リ
ア(

稗
造
、
東
増
穂
、

富
来
、
志
加
浦
、
堀
松
、
高
浜
、
下

甘
田
、
中
甘
田)

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
推
進

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
推
進　
　
　
　

方
針
…
職
員
の
退
職
、
新
規
採
用
の
状
況

等
を
勘
案
し
て
、
定
員
適
正
化
の
目
標

は
、「
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
450
人
を
基
準
と
し
て
、
５
年
間
で
57
人

(

12.7
％)

の
職
員
数
の
削
減
を
行
い
、
平

４　
定
員
適
正
化
計
画
の
実
践

(

正
職
員)

・
平
成
18
年
４
月
１
日
の
職
員
数
は
436

人(

前
年
度
比
14
人
の
減)

・
平
成
19
年
４
月
１
日
の
職
員
数
は
427

人(

前
年
度
比
9
人
の
減
、
計
画
よ

り
7
名
の
減)

・
平
成
20
年
４
月
１
日
の
職
員
数
は
409

人(

前
年
度
比
18
人
の
減
、
計
画
よ

り
10
名
の
減)

　

減
少
理
由
…
早
期
退
職
者
の
増
加
及

び
新
規
採
用
者
の
抑
制
、
看
護
師
な

ど
医
療
職
の
未
補
充
に
伴
う
減
少

定
員
適
正
化
計
画
の
実
践　

定
員
適
正
化
計
画
の
実
践　

・
プ
ー
ル
、
屋
外
運
動
場
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
車
庫
の
整
備

・
旧
志
賀
中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
・

武
道
館
等
の
解
体
を
決
定

(

臨
時
職
員)

・
平
成
18
年
４
月
１
日
の
臨
時
職
員
数

は
135
人(

前
年
度
比
16
人
の
減)

・
平
成
19
年
４
月
１
日
の
臨
時
職
員
数

は
138
人(

前
年
度
比
３
名
の
増
、
計

画
よ
り
11
名
の
増)

　

増
加
理
由
…
子
育
て
支
援
事
業
及
び

小
中
学
校
運
営
管
理
の
拡
充
、医
療
、

福
祉
職
員
の
未
補
充
に
伴
う
増
加

・
平
成
20
年
４
月
１
日
の
臨
時
職
員
数

は
127
人(

前
年
度
比
11
名
の
減
、
計

画
と
同
数)

　

減
少
理
由
…
と
ぎ
実
験
農
場
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
減
少

成
22
年
４
月
１
日
に
お
け
る
職
員
数
を
393

人
以
内
と
す
る
」
こ
と
と
し
ま
す
。

新志賀中学校の学級編成
　　　　　( Ｈ 20.5.1 現在 )

１学年 134人 ４学級

２学年 137人 ４学級

３学年 154人 ４学級

合 計 425人 12学級



(

平
成
19
年
度)

〔
一
般
会
計
〕

・
高
利
な
政
府
系
資
金
600
万
円
を
繰
上

げ
償
還(

＊)

〔
特
別
会
計
（
下
水
道
）〕

・
高
利
な
政
府
系
資
金
１
千
57
万
円
を

繰
上
げ
償
還

〔
企
業
会
計
（
水
道
）〕

・
高
利
な
政
府
系
資
金
６
千
78
万
円
を

繰
上
げ
償
還

町
債
の
繰
上
げ
償
還
の
推
進

町
債
の
繰
上
げ
償
還
の
推
進

【
用
語
解
説
】

＊
財
政
調
整
基
金
…
…

　
　

突
発
的
な
災
害
や
緊
急
を
要
す
る

経
費
に
備
え
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る

基
金
で
す
。
ま
た
決
算
剰
余
金
が
多

い
時
は
多
く
積
み
立
て
、
財
源
不
足

時
に
取
り
崩
す
と
い
う
、
年
度
間
の

調
整
的
な
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

＊
減
債
基
金
…
…
…
…

　

町
債
（
借
金
）
の
償
還
（
返
済
）

の
増
加
に
備
え
る
た
め
に
設
置
さ
れ

る
基
金
で
す
。
公
債
費（
借
金
返
済
）

が
他
の
経
費
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
場

町債残高 (借金残高 )　
       ( Ｈ18 年度末 )

一 般 会 計 181億4千514万5千円

特 別 会 計
(公共下水道他 )   95億9千508万2千円

企 業 会 計
(水道 )   30億8千494万1千円

企 業 会 計
(病院 ) 27億7千450万4千円

合　計 335億9千967万2千円

基金残高 (貯金残高 )
( Ｈ18 年度末 )

財政調整基金 (＊) 4億9千836万7千円

減  債  基  金 (＊)    1億40万円

特別財政基金 (＊) 1億7千124万6千円

地区自治振興基金 (＊) 1億1千732万9千円

そ　　の　　他　　 44億4千437万8千円

合　計 53億3千172万円

　

以
上
の
６
項
目
が
重
点
項
目
で
あ
り
、
そ

の
他
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

合
に
は
、
減
債
基
金
を
取
り
崩
し
て

公
債
費
に
充
て
ま
す
。

＊
特
別
財
政
基
金
…
…

　

志
賀
地
域
に
お
け
る
地
域
振
興
施

策
に
充
て
る
た
め
の
基
金
で
す
。

＊
地
区
自
治
振
興
基
金
…
…

　

志
賀
地
域
の
各
地
区
に
お
け
る
自

治
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

事
業
に
充
て
る
た
め
の
基
金
で
す
。

＊
繰
上
げ
償
還
…
…
…

　

町
が
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
た
資
金
を
繰
上
げ
て
償
還
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
後
年
度
の
金
利
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

方
針
…
将
来
の
財
政
負
担
に
備
え
て
、
必
要

な
基
金
の
積
み
立
て
を
実
施
し
、
財
政
構

造
の
健
全
化
と
足
腰
の
強
い
経
営
体
質
を

確
立
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら

の
４
ヵ
年
で
町
債(
借
金)

の
繰
上
げ
償

還
を
実
施
し
、
単
年
度
当
た
り
の
利
子

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

６　
健
全
財
政
の
推
進

(

平
成
18
年
度)

〔
財
政
調
整
基
金
〕

　

４
億
７
千
656
万
円
積
み
立
て

基
金
の
積
立
て

基
金
の
積
立
て　　　
　
　
　
　
　
　
　

(

平
成
19
年
度)

〔
財
政
調
整
基
金
〕

　

８
億
８
千
496
万
円

〔
減
債
基
金
〕

　

２
億
円　

〔
特
別
財
政
基
金
〕

　

10
億
円

〔
地
区
自
治
振
興
基
金
〕

　

３
億
１
千
360
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
積
み
立
て

(

平
成
18
年
度)

・
過
年
度
滞
納
者
や
大
口
滞
納
者
と
の

納
税
相
談
を
充
実

税
の
収
納
率
の
向
上

税
の
収
納
率
の
向
上　
　
　

　
　
　



(

平
成
18
年
度)

・
平
成
18
年
９
月
か
ら
志
賀
共
同
調
理

場
に
統
合

・
富
来
共
同
調
理
場
を
休
止

(

平
成
19
年
度)

・
富
来
共
同
調
理
場
が
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
、
解
体
を
検
討

志
賀
志
賀
共
同
調
理
場
と　
　

共
同
調
理
場
と　
　

富
来
富
来
共
同
調
理
場
の
統
合

共
同
調
理
場
の
統
合

(

平
成
19
年
度)

・
退
職
や
昇
任
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
た

担
当
課
長
職
は
、
不
補
充
と
し
て
人

数
を
削
減

担
当
課
長
制
の
廃
止

担
当
課
長
制
の
廃
止

(

平
成
18
年
度)

・
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
特
殊
勤

務
手
当
を
見
直
し
、
税
務
手
当
、
保

育
手
当
を
廃
止

税
務
手
当
・
保
育
手
当
の
廃
止

税
務
手
当
・
保
育
手
当
の
廃
止

(

平
成
18
年
度)

・
土
地
８
件
、
旧
法
定
外
公
共
物(

＊)
３
件
の
売
払
い

(

平
成
19
年
度)

・
土
地
１
件
、
旧
法
定
外
公
共
物
４
件

の
売
払
い

普
通
財
産

普
通
財
産((

土
地
土
地))

の
利
用
・
処
分

の
利
用
・
処
分

【
用
語
解
説
】

＊
旧
法
定
外
公
共
物
…

　
　

か
っ
て
、
田
畑
や
山
林
は
も
と
よ

り
住
宅
等
の
中
を
走
る
農
道
、里
道
、

水
路
、
堤
等
の
公
共
的
用
途
に
供
さ

れ
て
い
た
財
産
で
、
現
在
で
は
そ
の

本
来
の
公
共
的
な
機
能
を
失
っ
た
財

産
の
総
称
で
す
。

(

平
成
19
年
度)

・
90
歳
到
達
者
に
２
万
円
相
当
の
記
念

品
を
支
給
し
て
い
た
が
、
支
給
事
業

を
廃
止

高
齢
者
記
念
品
支
給

高
齢
者
記
念
品
支
給

事
業
の
見
直
し　
　

事
業
の
見
直
し　
　

(

平
成
19
年
度)

・
平
成
18
年
度
ま
で
85
歳
以
上
に

１
万
２
千
円
を
毎
年
支
給
、
100
歳
到

達
者
に
30
万
円
を
支
給
し
て
い
た

が
、
平
成
19
年
度
か
ら
90
歳
到
達
者

に
２
万
円
、
100
歳
到
達
者
に
10
万
円

を
支
給
す
る
制
度
に
変
更

敬
老
福
祉
金
の
見
直
し

敬
老
福
祉
金
の
見
直
し　　

(

平
成
18
年
度)

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
し
か
、
納
税

組
合
長
会
議
、
窓
口
な
ど
で
口
座
振

替
納
入
を
推
進

・
税
金
の
口
座
振
替
者
の
領
収
書
発
行

を
年
１
回
に
変
更

(

平
成
19
年
度)

・
４
月
１
日
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
全

期
一
括
納
入
制
度
を
導
入

※
当
初
課
税
に
お
け
る
口
座
振
替
率
の

比
較
は
、
平
成
18
年
度
が
43
％
、
平

成
19
年
度
が
46.6
％
で
、
口
座
振
替
件

数
に
す
る
と
１
千
146
件
増
加

税
金
の
口
座
振
替
納
入

税
金
の
口
座
振
替
納
入
のの

推
進
と
事
務
の
効
率
化　

推
進
と
事
務
の
効
率
化　

※
滞
納
繰
越
分
徴
収
額
（
平
成
17
年
度
比)

　

１
千
989
万
円
増
の
５
千
166
万
円

　
（
住
民
、
固
定
、
軽
自
、
国
保
）　

※
平
成
18
年
度
末
滞
納
額

　

３
億
６
千
911
万
円

(

平
成
19
年
度)

・
金
融
機
関
調
査
や
財
産
調
査
を
実
施

し
、
差
押
え
等
の
処
分
に
よ
り
徴
収

実
施

担当課長の推移　　　　  ( Ｈ 20・4・1 現在 )

担当課長 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 21

計　画 20人 14人 ３人 ０人

実　績 20人 13人 ２人 －



(

平
成
19
年
度)

　

７
月
１
日
以
降
か
ら
適
用

・
指
名
競
争
入
札　
　
　
　
　
　

　

⇩
１
千
万
円
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
事
価
格
）

・
意
向
確
認
型
指
名
競
争
入
札

　

⇩
１
千
万
円
以
上

　
　

３
千
万
円
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
事
価
格
）

・
制
限
付
一
般
競
争
入
札

　

⇩
３
千
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
事
価
格
）

・
指
名
停
止
期
間

　
　
　
（
町
発
注
工
事
に
係
る
談
合
）　

　

⇩
12
ヵ
月
以
上

・
不
正
行
為
に
よ
る
違
約
金　
　
　
　

⇩
20
％

【
用
語
解
説
】

＊
意
向
確
認
型
指
名
競
争
入
札
…

　

事
前
に
仮
指
名
を
し
て
入
札
参
加

の
意
向
を
確
認
し
、
参
加
希
望
業
者

で
行
う
入
札
方
式

＊
公
募
型
指
名
競
争
入
札
…
…
…

　

公
募
に
よ
り
参
加
業
者
を
募
集

し
、
そ
の
中
で
業
者
を
指
名
し
て
行

う
入
札
方
式

＊
制
限
付
一
般
競
争
入
札
…
…
…

 

一
定
の
条
件
を
付
し
て
行
う
一
般

競
争
の
入
札
方
式

＊
不
正
行
為
に
よ
る
違
約
金
…
…

　

独
占
禁
止
法
違
反
、
競
争
妨
害
、

贈
賄
、
談
合
行
為
で
処
分
を
受
け
た

場
合
に
請
求
す
る
も
の
。

＊
落
札
率
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

予
定
価
格
に
対
す
る
落
札
価
格
の

比
率
を
百
分
率
で
表
し
た
も
の
。

＊
請
負
率
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

設
計
価
格
に
対
す
る
落
札
価
格
の

比
率
を
百
分
率
で
表
し
た
も
の
。

　

平
成
18
年
７
月
に
志
賀
町
建
設
工
事

等
入
札
改
善
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
入
札
方
法
の
改
善
を
実
施

(

平
成
18
年
度)

　

９
月
１
日
以
降
か
ら
適
用

・
指
名
競
争
入
札

　

⇩
建
築
５
千
万
円
未
満

　
　
　
　
　
　　
（
工
事
価
格
）

　

⇩
土
木
３
千
500
万
円
未
満

　
　
　
　
　
　　
（
工
事
価
格
）

・
意
向
確
認
型
指
名
競
争
入
札(

＊)

　

⇩
建
築
５
千
万
円
以
上

　
　

１
億
円
未
満
（
工
事
価
格
）

　

⇩
土
木
３
千
500
万
円
以
上

　
　

１
億
円
未
満
（
工
事
価
格
）

・
公
募
型
指
名
競
争
入
札(

＊)

　

⇩
１
億
円
以
上
２
億
円
未
満

　
　
　
　
　
　
　
（
工
事
価
格
）

・
制
限
付
一
般
競
争
入
札(

＊)

　

⇩
２
億
円
以
上
（
工
事
価
格
）

・
指
名
停
止
期
間

　
　
（
町
発
注
工
事
に
係
る
談
合
）　　

⇩
３
ヵ
月
以
上
12
ヵ
月
以
内

・
不
正
行
為
に
よ
る
違
約
金(

＊)

　
　
（
平
成
18
年
７
月
か
ら
実
施
）

　

⇩
10
％

入
札
・
契
約
の
更
な
る
適
正
運
用

入
札
・
契
約
の
更
な
る
適
正
運
用

平成１８年度経費節減等の財政効果

主な効果（平成１７年度決算対比）
歳　入

普通財産（土地）の利用・処分　 470万円  

歳　出

定員適正化計画の実践 １億４千450万円

税務手当・保育手当の廃止 １千540万円

口座振込通知書の廃止 50万円

支所宿日直者の削減 100万円

　
　

　
　

◆
お
問
い
合
せ
先

　
　
　

総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

32
―
９
３
１
１

　

本
町
の
行
財
政
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
行
政
改
革
の
内
容
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
度
の
行
財
政
改
革
に
よ
る
主
な

財
政
効
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。



　能登ロイヤルホテルが今年、開業３０周年を迎え、
４月２５日に感謝の集いが行われました。当日は、協
力関係のある会社でつくる「ロイヤル会」や利用者ら
約２００人が祝いました。
　大和リゾートの大塚敬一社長は「感無量です。ここ
が原点という気持ちで新たな歴史をつくりたい」とあ
いさつし、細川町長、石田県議が祝辞を述べました。

能登再生に向けて

支
え
て
く
れ
た
地
元
の
み
な
さ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
に
感
謝

　

昨
年
の
12
月
頃
、
ち
ょ
う
ど
ホ
テ
ル
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
も
進
ん
で
い
る
中
、

節
目
の
30
年
に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、

感
謝
の
集
い
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
数
も
限
ら
れ
て
い
て
、
大
変

で
し
た
が
地
元
の
お
客
様
を
中
心
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
癒
し
の
ホ
テ
ル

　

能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
を
い
い
ホ
テ
ル

に
し
た
い
で
す
ね
。（
自
分
が
考
え
る
）

い
い
ホ
テ
ル
と
は
お
客
様
の
笑
顔
で
あ
ふ

れ
て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
お

客
様
が
笑
顔
な
ら
従
業
員
も
笑
顔
に
な

る
。
相
乗
効
果
で
い
い
ホ
テ
ル
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
誕
生
の
地

　

現
在
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
は
全
国
に

２
７
ヵ
所
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
が
第
１
号

ホ
テ
ル
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い

ま
す
。
大
和
リ
ゾ
ー
ト
の
シ
ン
ボ
ル
ホ
テ

ル
と
し
て
、
頑
張
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
た
い

　

解
体
し
た
旧
東
館
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
に
は
何
も
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
私
の
思
い
と
し
て
は
四
季
の
花

や
木
を
植
え
、
森
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
昆

虫
取
り
を
し
て
楽
し
め
ま
す
し
、
大
人
も

癒
さ
れ
る
自
然
空
間
に
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
場
所
だ
と
気
が
つ
い
た

　

私
は
、
昨
年
ま
で
和
歌
山
県
の
紀
州
南

部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
り
ま
し
て
、
15

年
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
か
ら
気
候
の
い
い
和
歌
山
の
方
が

よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
よ
く
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
私
は
逆
で
し
た
ね
。
海
が

あ
っ
て
、
山
が
あ
っ
て
川
が
あ
る
。
志
賀

町
に
生
れ
て
よ
か
っ
た
と
外
へ
出
て
み
て

初
め
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の

す
ば
ら
し
さ
に
感
謝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
成
長
で
き
る
ホ
テ
ル
で
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
関
西
圏
を
中
心
に
営
業

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
海
北
陸
自
動
車

道
が
開
通
す
れ
ば
中
京
圏
か
ら
も
お
客
様

を
誘
致
し
た
い
で
す
し
、
海
外
か
ら
の
お

客
様
、
特
に
台
湾
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア

も
積
極
的
に
営
業
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

能
登
は
ま
だ
ま
だ
い
け
る

　

ま
だ
先
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
新
幹
線

が
で
き
れ
ば
首
都
圏
か
ら
も
観
光
客
の
増

加
が
見
込
め
ま
す
し
、
能
登
だ
け
で
な
く

金
沢
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
と
文
化
を
合
わ

せ
れ
ば
、
能
登
に
は
魅
力
が
ま
だ
ま
だ
あ

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
い
か
に

発
信
し
て
い
く
か
で
す
ね
。

【支配人プロフィール】

昭和５５年㈱大和リゾート入社

志賀町長沢在住　５７歳

和歌山県の紀州南部ロイヤルホ

テル勤務を経て、昨年より能登

ロイヤルホテル勤務



　５月１１日（日）に第３６回石川県子ども大会
志賀大会が行われました。
　この大会は、県内の子どもたち約700人が一
堂に集い、地域を越えて交流を深め、子どもたち
の心身の健やかな成長を願う活動の推進を図る目
的で行われています。
　式典では細川町長が「文化体験やスポーツ交流
を通じて友情を深めてください」と歓迎の言葉を
述べました。そのあと大会テーマ表彰に続き、ア
トラクション、交歓会が行われました。
表彰を受けたのは次のみなさんです。
大会テーマ表彰
最優秀賞　曽原奎祐さん（富来小６年）
優秀賞　　板尾佳歩、大筒将希、國部絵梨香
（いずれも志賀中１年）、宮下理沙（富来小６年）

結べ友情 つなごう絆 希望あふれる志賀町で
大会テーマ　最優秀賞　曽

そはらけいすけ

原奎祐さん

　５月１３日（火）にますほ保育園で園児たちに
よる田植えが行われました。中庭に作られた田ん
ぼでは、きりん組の園児１２名が参加して行われ
ました。園児たちは、しろかきをして土をならし、
続いて苗を植えていきました。中には足が抜けず
に尻もちをつく子や、顔が泥だらけになった子も
いました。
　橋田園長は「食べ物を作る、育てる、食べるを
園児たち自ら行うこと
で、食べ物への感謝や
命の大切さを学んでく
れることを期待してい
ます」と話ました。

おいしいお米にな～れ‼

家庭で子育てされている方、
保育園で育児の輪を広げてみませんか!【期　間】　平成２０年６月２１日（土）

　　　　　　　　　　　～２７日（金）

【会　場】　志賀町乳幼児保育園

０歳児のお子様と保護者の方
（多少年齢が高くても大丈夫です）

【会　費】　無　料

【内　容】　

21日 ( 土 )　 午後 1：30～  2：30　説明会

23日 ( 月 )

　　　  　　   午前 9：30～11：30　体験入園

27日 ( 金 )     （ご都合の良い日に体験できます）

主催：申込み先　志賀町乳幼児保育園　　32-2640

}



住民課からのお知らせ住民課からのお知らせ

※４月から年金天引きになった方については、事務処理の都合上、平成１９年９月現在で国保に加入
　していた方が対象となっています。

＜４月に年金天引きされなかった方の納付方法＞        

○１９年９月現在に国保に加入していたのに、年金天引きされなかった方     
　７月から口座振替などで納付していただきます。        
○被用者保険（社会保険など）の本人であった方        
　７月から口座振替などで納付していただきます。１０月から年金天引きになります。    
○被用者保険（社会保険など）の被扶養者であった方
　１０月から年金天引きになります。（特別措置により９月まで保険料はかかりません。）

 
　　後期高齢者医療の保険料は、資格を取得した月から、資格を喪失した月の前月まで月割りでご負
担していただくことになります。

　　《例》８月１５日資格取得⇒８月分から納付　　  　　８月１５日資格喪失⇒７月分まで納付
　　資格喪失後の保険料をすでにお支払いされた方には、後日保険料をお返し（還付）いたします。

お問い合せ　　志賀町 住民課　　32-9121( 直通 )

　後期高齢者医療制度では、一人ひとりに保険料をご負担していただきます。原則として年金からの天引き（特
別徴収）となりますが、年金天引きとならない場合については、口座振替など（普通徴収）でお支払いいただ
くことになります。         

＜年金天引きの条件＞         

○年額１８万円以上の年金を受給している方であって、介護保険料と後期高齢者医療の保険料
　を合わせた額が年金受給額の１/２を超えない方。      

最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
す

　

本
年
７
月
１
日
か
ら
、
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
ま
す
。

(

改
正
の
主
な
内
容
）

•
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
の
施
策

と
の
整
合
性
に
も
配
慮
す
る
こ
と
。

•
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の
場
合
の
罰
金
額
の
上
限
が
２
万
円
か
ら

50
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。

•
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の
地
域(

産
業
）
の
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
。

　

詳
細
は
石
川
労
働
局(

℡
０
７
６-

２
６
５-

４
４
２
５
）
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
石
川
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.roudou.go.jp

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
の
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　

志
賀
町
で
は
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
係
員
が
現
地
確
認
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
係
員
は
「
調
査
員
証
カ
ー
ド
」
を
持
参
し
、
２
人
以
上

で
巡
回
し
、
立
ち
入
り
・
聞
き
取
り
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
方
は
連
絡
を
！

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
の
所
有
者
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
、必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、

取
り
壊
し
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
た
り
、
旧
所
有
者
に
課
税
さ
れ
た
り
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
新
築
・
増
改
築
さ
れ
た
方
で
、
家
屋
調
査
の
終
了
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
都
合
に
合
わ
せ
て
調
査
に
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
「
税
務
課
・
固
定
資
産
税
係
」

ま
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
32-

９
１
４
１(

直
通
）



保険料は 歳から 歳になるまでの 年間納めることになっています。老齢基礎年金を受けるには、この間
最低 年以上（保険料免除期間やカラ期間を含む）の保険料を納めることが必要です。

保険料は性別・年齢・所得に関係なく加入者全員一律です。

国民年金保険料

保険料を納めることが困難な人には
保険料免除制度があります。

納めた月数 円が

保保険険料料はは口口座座振振替替ににすするるとと便便利利でで簡簡単単保険料は口座振替にすると便利で簡単

口座振替の申し込み方

保険料の納付は 年が時効です

未加入・納め忘れはございませんか

，
月 額

保険料の納付は、口座振替早割制度がお得です保険料の納付は、口座振替早割制度がお得です

クレジットカードで支払いができるようになりましたクレジットカードで支払いができるようになりました

国民健康保険税の区分変更（追加）のお知らせ
平成 年 月から長寿医療制度（後期高齢者医療制度）が創設されることに伴い、これまでの医療分・
介護分に加え平成 年度から新たに国民健康保険税の中に後期高齢者支援金等課税額（後期高齢者支援
分）が次のとおり設けられます。

《高齢者支援分》

所 得 割 額 資 産 割 額 被保険者均等割額 世帯別平等割額 世帯賦課限度額

課税所得金額 固定資産税額 人につき 円 世帯につき 円 円

所 得 割 額 資 産 割 額 被保険者均等割額 世帯別平等割額 世帯賦課限度額

付加保険料 月額 円付加保険料 月額 円

金融機関等の窓口でクレジットカードを直接ご提示・お支払いただく方法ではありません。
支払は 毎月払い または 前納（ 年分・半年分）になります。
過去の未払い分についてはご利用することはできません。
保険料の一部免除を受けている場合はご利用できません。
クレジットカード支払は、口座振替割引は適用されません。
カード会社へのお支払回数は、一回払いのみとなります。（分割・リボ払いはご利用できません。）

住民課 国民健康保険係

国民年金に関するお問い合せ・相談は
七尾社会保険事務所（ ）または役場国民年金係（ ）へ



町県民税の納期限は

月 日（月）までです。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

と

き

月

日
（
水
）

午
後

時

時

分

と
こ
ろ

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
せ
先

商
工
観
光
課

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
家
庭
の
方
々
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ
と

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と

き

月

日（
木
）

毎
月
第

木
曜
日

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

役
場
本
庁

階
相
談
室

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

思
い
や
り
の
心
を
育
む

子
ど
も
が
い
じ
め
に
加
わ
っ
た
場

合
や
、
他
人
を
差
別
し
相
手
の
気
持

子育て相談 地域子育て支援センター（志賀町乳幼児保育園内）子育て相談

犬・ねこの引取りが有料になります
飼い犬・飼いねこの引取りが平成 年 月 日から有料になります。
生後 日以上の犬・ねこ 頭につき ， 円
生後 日未満の犬・ねこ 頭につき 円

動物を飼うときは…
飼い始めたら最後まで愛情をもって飼育しましょう。
不幸な犬やねこを増やさないために、不妊・去勢手術を受けさせましょう。
どうしても飼えなくなったときは、新しい飼い主を探しましょう。
犬・ねこなどの愛護動物を捨てることは法律で禁止されています。（罰金 万円以下）

石川県能登中部保健福祉センター羽咋地域センター
羽咋市旭町ユ 番地

犬・ねこの引取りが有料になります
飼い犬・飼いねこの引取りが平成 年 月 日から有料になります。
生後 日以上の犬・ねこ 頭につき ， 円
生後 日未満の犬・ねこ 頭につき 円

動物を飼うときは…
飼い始めたら最後まで愛情をもって飼育しましょう。
不幸な犬やねこを増やさないために、不妊・去勢手術を受けさせましょう。
どうしても飼えなくなったときは、新しい飼い主を探しましょう。
犬・ねこなどの愛護動物を捨てることは法律で禁止されています。（罰金 万円以下）

石川県能登中部保健福祉センター羽咋地域センター
羽咋市旭町ユ 番地

ち
を
傷
つ
け
て
い
る
場
合
な
ど
に
親

が
気
づ
い
た
と
き
は
、
そ
れ
が
人
間

と
し
て
恥
ず
か
し
い
行
い
で
あ
る
こ

と
を
、
子
ど
も
に
教
え
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
際
、
理
屈
で
あ
れ
こ
れ
言
う

の
で
は
な
く
、

子
ど
も
を
愛
し
て

い
る
こ
と
、
す
て
き
な
人
に
育
っ

て
ほ
し
い
こ
と
、
弱
い
も
の
を
い

じ
め
た
り
差
別
し
た
り
す
る
の
を
見

て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
こ
と
、
人
が

傷
つ
く
の
を
喜
ぶ
こ
と
に
怒
り
を
感

じ
た
こ
と
、
二
度
と
し
て
ほ
し
く
な

い
こ
と

な
ど
、
親
と
し
て
本
当
の

気
持
ち
を
子
ど
も
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

親
自
身
が
差
別
を
し
な
い
、
許
さ

な
い
と
い
う
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち

に
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

エ
イ
ズ
迅
速
検
査
（
即
日

検
査
）
の
お
知
ら
せ

エ
イ
ズ
迅
速
検
査
（
即
日

検
査
）
の
お
知
ら
せ

匿
名
・
無
料
で
検
査
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
時
間
は
相
談
・
検
査
を
含
め

て

時
間
程
度
で
す
。
検
査
を
希
望

さ
れ
る
方
は
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、

月
は
休
日
検
査

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

月
の
休
日
検
査
日

日
（
日
）
午
後

時

時

と
こ
ろ

能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
せ
先

能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
推
進
課

と

き

毎
週
月
曜
日

午
前

時
か
ら
午
後

時

分
ま
で
エ
イ
ズ

迅
速
検
査
（
即
日
検
査
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

皆
様
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き
等

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

役
場
健
康
福
祉
課
窓
口

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
前

時

時（

・

）

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

富
来
支
所
総
合
窓
口

第

・
第
（
水
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

谷
内

恵
子
様（
町
）特
別
社
員

寺
尾
智
鶴
子
様（
直
海
）特
別
社
員

岩
田

正
春
様（
米
浜
）特
別
社
員

平
野
喜
美
子
様（
長
田
）特
別
社
員

赤
十
字
社
員
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た

赤
十
字
社
員
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た

古
着
を
使
っ
て
小
物
を
作
り
、
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
と
布
の
有
効
利
用

と

き

月

日
（
土
）

午
前

時

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

の
布

枚
、

裁
縫
道
具

講

師

原
田

洋
子
氏

申
込
先

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い
情
報

と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

道
の
駅

旬
菜
館

前

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
ん
と
市

手
話
に
興
味
の
あ
る
方
、
ま
た
は

少
し
経
験
は
あ
る
が
、
最
初
か
ら
勉

強
し
て
み
た
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
が
あ
る
と
い
う
方
を
対
象
に
初

級
手
話
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

と

き

月

日
か
ら

月

日
毎
週
木
曜
日

計

回
（
但
し

月

日
は
除
く
）

午
後

時

分
か
ら
午
後

時

と
こ
ろ

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定

員

名

初
級
手
話
勉
強
会
受
講
生
募
集

福
野
の
宮
本
静
子
様
よ
り
福
祉
向

上
に

、

円

高
浜
町
の
升
本
敬
様
よ
り
亡
父
信

三
郎
様
の
一
周
忌
に
あ
た
り
供
養

と
し
て
福
祉
向
上
に

万
円

（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

福福
祉祉
のの
向向
上上
にに
心心
温温
まま
るる
ごご
芳芳
志志

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳
志

をを
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

費

用

テ
キ
ス
ト
代

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
せ
先



子育て相談 子育て支援課子育て相談

現在児童手当を受けているすべての方は、 月中に 児童手当現況届 の提出をお願いいたします。

この届は、毎年 月 日における状況を記載し、児童手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認

するためのものです。

現況届の提出がない場合、 月分以降の手当は、届書が提出されるまで支給されませんのでご注意下さい。

また、昨年度児童手当の支給申請をされ、所得制限により、非該当となられた方は、平成 年中の所得

が要件を満たせば、手当を受けられますので、認定請求書（役場にあります）を提出して下さい。

転入、転出、年金の変更の場合もお届け下さい。

現在受給されている方には現況届用紙を後日郵送いたしますので、必要事項を記入の上、役場子育て支

援課又は、富来支所まで提出して下さい。

月は児童手当の支払月です
児童手当の振込日は 月 日、 月 日、 月 日となっています。

日が土・日曜日及び休日であれば、前日が振込日となります。

今月は 月 日（火）に、 月分 月分が支払われます。

通帳の記載により振込案内としておりますので指定口座通帳の

確認をお願いします。

月は児童手当の支払月です
詳しくは

役場子育て支援課

まで

お問い合せ下さい

女性再チャレンジ支援室を開設しています
石川県では、専門スタッフが無料で結婚や出産などで退職
したけれど、もう一度仕事がしたい女性を対象に、キャリア
カウンセリングをはじめ、様々な内容で再就職へのステップ
を一つひとつ丁寧にサポートしています。
併設しているマザーズハローワーク金沢のご利用で、求人
情報の検索や職業相談、職業紹介もワンストップですので、
ぜひご相談ください。

場 所 金沢市広坂
石川県若者女性しごと情報館 階

利用時間 月曜日 土曜日（祝日、年末年始を除く）

（ ） （サイシュウショク）

情報公開の実施状況（平成 年度）
情報公開請求件数 件
開示件数 件
全部開示件数 件
一部開示件数 件

非開示件数 件
非開示件数 件
付存在等件数 件

取下げ件数 件
不服申立て件数 件
異議申立て件数 件
審査請求件数 件

審査機関への諮問件数 件
訴訟件数 件

情報公開の実施状況（平成 年度）
件
件
件
件
件
件
件
件
件
件
件
件
件

グリーンツーリズム富来高校 第 回目講座

期 日 月 日（土） （ 日コース）
主 催 富来高等学校 講 師 石川植物の会理事 高木 政喜 先生
集合場所 富来高校午前 時 受講者数 約 名程度（石川県内の小・中・高校生、一般）
講座内容 高木 政喜先生と門前猿山の自然観察会を希望される県民の方を募集します。
そ の 他 各自弁当、飲み物持参で参加願います。運動ズックまたは、ハイキングシューズが望ましい。
申込み方法 参加希望者は、富来高校事務室まで、電話またはファックスで、氏名、年齢、住所、

電話番号を伝えて下さい。
羽咋郡志賀町富来領家町ハの

石川県立富来高等学校 事務室 電話

グリーンツーリズム富来高校 第 回目講座

期 日 月 日（土） （ 日コース）
主 催 富来高等学校 講 師 石川植物の会理事 高木 政喜 先生
集合場所 富来高校午前 時 受講者数 約 名程度（石川県内の小・中・高校生、一般）
講座内容 高木 政喜先生と門前猿山の自然観察会を希望される県民の方を募集します。
そ の 他 各自弁当、飲み物持参で参加願います。運動ズックまたは、ハイキングシューズが望ましい。
申込み方法 参加希望者は、富来高校事務室まで、電話またはファックスで、氏名、年齢、住所、

電話番号を伝えて下さい。
羽咋郡志賀町富来領家町ハの

石川県立富来高等学校 事務室 電話

門前猿山岬の散策と植物観察会



　

平
成
20
年
度
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
気
軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
ク
を
き
っ
か
け
に
、
毎

日
の
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日

集
合
場
所

1
6/1
㈰

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー

2
6/22
㈰

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
7/21
㈷

海の日ウォーク
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
9/28
㈰

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

5
10/26
㈰

健康フェア
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
11/9
㈰

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー

○
時　

間　

　

受　
　

付　

８
時
30
分
〜

　

ス
タ
ー
ト　

９
時
00
分

　
　
　
　
　
　

※
雨
天
決
行
で
す

○
持
ち
物

　

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
、

　

汗
ふ
き
タ
オ
ル

　

４
月
24
日
、
志
賀
町
保
健
推
進
員

お
よ
び
母
子
保
健
推
進
員
委
嘱
状

交
付
式
が
行
わ
れ
、
各
地
区
の
区

長
さ
ん
か
ら
推
薦
さ
れ
た
保
健
推
進

員
一
五
七
名
と
、
母
子
保
健
推
進
員

十
七
名
に
、
細
川
町
長
よ
り
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
の
後
、
引
き
続
き
、
第
１

回
目
の
研
修
会
を
開
催
し
、
能
登
中

部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
の
柴
田

裕
行
氏
に
よ
る
講
演
を
お
聴
き
し
ま

し
た
。
講
演
で
は
「
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
健
康
を
維
持

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
笑
い
を
交

え
て
お
話
し
下
さ
り
、
お
話
を
聞
き

な
が
ら
自
分
の
生
活
と
重
ね
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
を
考
え
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
２
年
間
の
任
期
中
、
保
健
推

進
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
保
健
事

業
の
お
手
伝
い
を
、
ま
た
、
母
子
保

健
推
進
員
は
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
母

子
保
健
に
関
す
る
事
業
の
お
手
伝
い

を
し
て
下
さ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

参
加
者
募
集
‼

　

健
康
づ
く
り
に
な
に
よ
り
大
切
な

の
は
、
毎
日
の
『
食
事
』
で
す
。

　

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
方
や
、

奥
さ
ん
が
家
を
留
守
に
し
て
い
て
居

な
い
時
、
料
理
が
出
来
れ
ば
…
と

思
っ
た
事
の
あ
る
男
性
も
多
い
の
で

は
?!

　

こ
の
教
室
で
は
、
男
性
も
作
れ
る

簡
単
な
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
初
心
者
・
経
験
者
問
わ
ず
、
お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

会場

文
化
ホ
ー
ル

富
来
活
性
化

セ
ン
タ
ー　

第1回

7/16
（水）

7/24
（木）

第2回

9/17
（水）

9/25
（木）

第3回

10/15
（水）

10/23
（木）

○
時　

間

　
　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

○
内　

容

　

食
に
関
す
る
お
話
・
調
理
実
習

☆
エ
プ
ロ
ン
の
あ
る
方
は
お
持
ち
下

　

さ
い
。

○
対
象
者

　

志
賀
町
に
お
住
い
の
65
歳
以
上
の

　

男
性

○
参
加
費　

無　

料

【
申
し
込
み
先
】

　
　

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
32
）
０
３
３
９

「
志
賀
町
健
幸
教
室
」
は
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
快
適
に
過
ご
す
た
め

に
、
日
常
の
生
活
に
運
動
を
取
り
入

れ
て
、
介
護
予
防
に
努
め
る
と
共

に
、
相
互
の
交
流
を
図
り
、
生
き
が

い
を
感
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
対
象
は
志
賀
町
在
住
の
65
歳

以
上
の
方
で
す
。

と
き
：
平
成
20
年
７
月
〜

　
　
　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
：

　

志
賀
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

介
護
予
防
教
室（
志
賀
町
高
浜
町
）

　

＊
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

　
　

意
く
だ
さ
い
。

講
師
：
健
康
運
動
指
導
士  

南　

進　

先
生

内
容
：
食
や
健
康
に
つ
い
て
の
お
話
、

健
康
体
操
（
介
護
予
防
・
腰
痛
・

膝
痛
）
の
実
技
、
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
な
ど

＊
参
加
希
望
の
方
は
、
６
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
志
賀
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
来
所
に

て
申
し
込
み
下
さ
い
。

＊
参
加
決
定
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

後
日
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先
：

　
　

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
32
）
０
３
３
９



平成 年 月 日、 月 日、
平成 年 月 日、 月 日、
月 日、 月 日 健診分
人受診中 虫歯のない子
は 人でした。



こどもこころの電話　　　32 - 5 5 4 1

　

５
月
11
日
（
日
）
文
化
ホ
ー
ル
と
総
合
体
育
館
を

会
場
に
第
36
回
石
川
県
子
ど
も
大
会
志
賀
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
結
べ
友
情　

つ
な
ご
う
絆　

希
望
あ
ふ
れ
る
志

賀
町
で
」
の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
地
域
を
こ
え
て

お
互
い
の
交
流
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
主
に
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
式
典
と

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
式
典
で
は
大
会
テ
ー

マ
優
秀
作
品
や
優
良
子
ど
も
会
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
矢
駄
青
年
団

に
よ
る
獅
子
舞
や
志
賀
の
太
鼓
連
絡
協
議
会
の
子
ど

も
会
員
に
よ
る
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
交
歓
会
と
し
て
、
文
化
ホ
ー
ル
で
は

文
化
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
が
、
総
合

体
育
館
で
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
コ
ー
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
団
体
、
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
２
回
志
賀
町
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日　

時　

平
成
20
年
７
月
13
日
（
日
）

◇
場　

所　

志
賀
町
総
合
体
育
館

◇
主　

催　

志
賀
町
卓
球
協
会

◇
種　

目

　
　

①
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部

　
　

②
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部

　
　

③
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部

　
　

④
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部

　
　

⑤
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

⑥
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

⑦
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　
　

⑧
小
学
生
男
子

　
　

⑨
小
学
生
女
子

◇
参
加
資
格

参
加
選
手
に
つ
い
て
は
、
町
内
在
住
・

在
勤
、
町
出
身
者
と
す
る
。

種
目
②
・
④
は
中
学
生
以
上
で
県
民
体

育
大
会
ま
た
は
、
全
国
大
会
出
場
経
験

者
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

◇
参
加
料　

無
料

◇
問
い
合
せ
先
・
申
込
先　

　
　

志
賀
町
卓
球
協
会　

三
津　

克
二

　
　

℡
０
９
０-

３
７
６
９-

２
９
９
８

　
　

住
所　

〒
９
２
５-

０
１
４
７

　
　

志
賀
町
大
島
ハ-

30-

３

※
申
込
用
紙
が
必
要
な
方
は
、
総
合
体
育

館
・
富
来
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
受
付

に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
締
切　

　
　

平
成
20
年
６
月
27
日
（
金
）

　
　

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

交歓会を楽しむ子どもたち

第
36
回
石
川
県
子
ど
も
大
会

志
賀
大
会
開
催

卓
球
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　文化協会主催による『第６回初夏の文化祭』を志賀町文化ホールと富来活性化セン
ターの両会場で開催を予定しています。皆様お誘い合わせの上、是非ご来場ください。   
　詳しくは新聞折り込みチラシ等でお知らせいたします。

　　と　き　　平成２０年６月７日（土）・８日（日）

　　ところ　　志賀町文化ホール　【ステージアトラクションを予定】８日（日）
　　　　　　　富来活性化センター【各種展示】７（土）・８日（日）



　

平
成
20
年
度
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
教
室
合
同
開

講
式
を
４
月
25
日
（
金
）
に
文
化
ホ
ー
ル
及
び
富

来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

志
賀
会
場
で
は
、
９
教
室
93
名
が
出
席
し
、
富

来
会
場
で
は
19
教
室
170
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
講
師
紹
介
後
、
各
教
室
に
分
か

れ
て
学
習
方
針
や
１
年
間
の
日
程
・
リ
ー
ダ
ー
・

班
長
及
び
連
絡
網
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
室
生
の
皆
さ
ん
一
年
間
健
康
で
楽
し
い
自
分

の
時
間
を
過
ご
し
て
、
更
に
輝
い
て
下
さ
い
！　

　
　
　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
教
室
合
同
開
講
式

グ
ル
ー
プ
教
室
合
同
開
講
式

　

平
成
十
九
年
度
よ
り
活
動
を
開
始
し
、
日
本
舞

踊
の
先
生
を
招
い
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
日
本
舞
踊
と
は
一
味
違
い
、
馴
染
み
深

い
歌
謡
曲
に
振
り
付
け
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
伝
統
的
な
日
本
舞
踊
も
勿
論
、
子
ど

も
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
基
礎
か
ら
お
教

え
し
ま
す
。

　

身
体
を
動
か
し
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
？
一
度
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　　
　

○
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　

日　

時　
　

毎
週
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

　
　
　
　

場　

所　
　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

   　
　

対　

象　
　

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

　  

※
申
込
み
は
教
室
開
催
時
に
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

　

  

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先

　
　

坂
下　

外
喜
子
（
代
表
）

　
　

℡
42―

１
８
０
９　
　
　
　

　

小
学
生
か
ら
中
学
生
を
対
象
と
し
た
茶
道
教
室
を

実
施
し
ま
す
。
日
本
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
の
基
本

を
楽
し
み
な
が
ら
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
！

　

○
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

日　

時　

毎
週
土
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

　
　

場　

所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
和
室　

萩

　
　

対　

象　

小
学
校
4
年
生
か
ら
中
学
生

　
　
　
　
　
　

３
年
生
ま
で

　
　

内　

容　

着
物
の
着
付
け
、
茶
道
具
の
製
作
、

　
　
　
　
　
　

生
け
花
・
お
菓
子
作
り
の
体
験
な
ど

　
　

会　

費　

１
月
に
つ
き
千
円
（
茶
・
菓
子
代
）

　

※
申
込
み
は
教
室
開
催
時
に
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

　
　

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先

　
　

小
林　

京
子　

℡
32―

１
７
４
３　
　
　
　

こ
ど
も
茶
道
教
室
受
講
生
募
集
！

藤藤ふ
じ
ま
り
ゅ
う
か
ん
み
ほ
か
い

ふ
じ
ま
り
ゅ
う
か
ん
み
ほ
か
い

間
流
勘
実
穂
会

間
流
勘
実
穂
会
富
来
教
室

富
来
教
室

   

会  

員  

募  

集 

！



鉄
舟
の
筆
跡
な
ぞ
る
木
の
芽
寺

北
谷

芳
子

風
光
る
川
面
を
舟
の
す
べ
り
行
く藤

勝
勇
美
子

庭
園
の
古
木
や
凛
と
緑
立
つ

土
田
エ
ミ
子

句
帳
手
に
数
珠
ふ
と
こ
ろ
に
花
の
寺

鍋
岡
美
智
子

し
ば
ら
く
は
空
い
っ
ぱ
い
の
八
重
桜

裏
田

弘
美

堀
り
た
て
の
筍
友
の
情
け
か
な

吉
田

外
江

惜
春
や
久
方
振
り
の
桐
の
下
駄

須
广
ひ
ろ
し

暮
れ
な
ず
む
茜
の
空
と
瀧
月

丸
田

歩
拙

背
く
ら
べ
十
三
人
や
子
供
の
日

川
田
ま
さ
を

キ
リ
シ
マ
や
三
種
が
燃
え
る
裏
の
庭

安
井
ふ
さ
の

山
寺

や
ま
ん
で
ら

百
の
牡
丹
や
風
の
中

浅
野

照
子

万
愚
節
嘘
に
美
醜
の
あ
り
に
け
り前

川
美
代
子

文
芸
教
室

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
紙
面
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
般

投
稿
の
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首

（
一
句
）、
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送

付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

を

し

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

油
断
し
て
ど
ん
で
ん
返
し
臍
を
噛
む

遠
藤
美
朝
子

油
断
し
て
祝
儀
忘
れ
て
玉
の
汗

石
田

雪
路

伝
統
を
器
用
に
守
る
細
い
指

木
村

貞
涼

勝
ち
馬
に
い
つ
も
器
用
に
乗
る
あ
い
つ

小
松

彰
一

指
十
本
同
じ
手
な
の
に
な
ぜ
器
用前

田

志
津

踏
み
込
ん
で
後
へ
は
引
け
ぬ
役
が
つ
き

坂
野
か
ほ
る

降
る
雨
に
木
々
の
緑
は
冴
え
ゆ
き
て

蕾
色
づ
く
乙
女
椿
は

蕪
木

芳
子

多
年
草
人
出
頼
ま
ず
時
季
来
れ
ば

わ
が
出
番
よ
と
美
し
き
顔
し
て

東

操

連
休
に
帰
省
す
る
孫
を
待
ち
わ
び
て

鯉
の
ぼ
り
ゆ
る
り
里
の
空
泳
ぐ

芳
岡

典
子

つ
つ
じ
咲
き
木
々
の
若
葉
の
艶
め
き
て

狭
庭
は
早
も
初
夏
の
競
演

越
後

一
子

野
の
人
の
暮
ら
し
と
な
り
て
楓
葉
の

さ
緑
に
染
む
光
浴
び
ゐ
る

吉
本

與
彦

八
十
路
坂
病
気
ば
か
り
で
越
え
ら
れ
ぬ

末
子

初
夏
の
旅
ち
り
と
て
ち
ん
の
小
浜
ま
で

浅
子

春
の
風

の
配
線
に

情
あ
り
し
と
北
の
旅
人

細
川
み
さ
の

昨
日
迄
満
水
の
田
も
今
日
は
早

早
苗
の
緑
生
き
々
と
映
え

智
子

ふ
る
さ
と
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
眺
め
つ
つ

万
葉
ロ
マ
ン
家
持
の
橋

雪
門

居
な
が
ら
に
世
界
の
遺
産
や
文
化
財

真
近
に
見
ら
れ
今
は
幸
せ

千
里

種

別

有
形
民
俗
文
化
財

場

所

志
賀
町
福
浦
港

指
定
年
月
日

昭
和

年

月

日

め
ぐ
り

と
は
、
福
浦
港（
大
澗
水

の
澗
）
周
辺
の
岩
場
や
岩
礁
の
適
当
に
突

出
し
た
部
分
を
刳
り
抜
い
て
穴
を
あ
け
、
網

を
通
し
て
船
を
繋
い
だ
施
設
で
、
繋
船
ブ

イ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

北
前
船
往
来
の
盛
時
か
ら
め
ぐ
り
銭

の
名
で
港
の
停
泊
料
が
納
め
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
り
、
他
に
類
例
を
あ
ま
り
見
な

い
。
こ
の
よ

う
な
施
設
が

数
ヵ
所
も

遺
存
す
る
福

浦
港
の
特
殊

性
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

野
菜
虫
大
変
だ
け
ど
鳥
困
る

長
田
千
枝
子

正
確
に
時
間

と

き

知
ら
せ
る
腹
の
虫

中
畑

良
則

こ
り
ゃ
ま
て
や
何
処
へ
隠
れ
た
長
い
虫

古
森

勝

古
い
家
板
を
張
っ
た
ら
少
し
増
し中

屋
ア
キ
子

ま
な
板
に
春
が
並
ん
で
筍
料
理

田
畑

幸
子

板
店
を
広
げ
た
様
な
子
供
部
屋

赤

ふ
じ

町
指
定
文
化
財
め
ぐ
り
の
紹
介

町
指
定
文
化
財
め
ぐ
り
の
紹
介



内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳児 月 日（木） 平成 年 月生
まれ 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

実 施 日 時 間 場 所

月 日（日） 受付

スタート

富来行政センター

月 日（日） 志

実 施 日 時 間 場 所

【対象者】どなたでも健健康康ウウォォーークク健康ウォーク

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く）

と

毎週金曜日
（祝日は除く）

志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木） 志

げんキッズ広場 毎週火 金曜日
（祝日は除く）

志

ゆう遊クラブ
月 日（火） 志

月 日（火） 富

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

【対象者】脳卒中後遺症者等で日常
生活が概ね自立している方

初めての方は、事前に保健福祉センターまでご相談ください。

すくすく子育て相談とモグモグ教室に参加希望の方は、
事前に保健福祉センターまでご連絡下さい。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月児健診受診時
生後 カ月未満 志

ポリオ予防接種
月 日（水）

カ月児健診受診後
歳 カ月未満

志

月 日（水） 富

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】
予予 防防 接接 種種予 防 接 種

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日
（祝日は除く）

志

こころの健康相談 月 日（金） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

実 施 日 場 所 時 間

月 日（火）
加茂公民館
稗造集会所

月 日（水）
下甘田公民館
熊野多目的集会施設

月 日（木）
土田公民館
西海高齢者活性化センター

月 日（金）
土田公民館
西海高齢者活性化センター

月 日（月）
志加浦公民館
東増穂コミュニティセンター

月 日（火）
志加浦公民館
東増穂コミュニティセンター

月 日（水）
中甘田公民館
旧福浦小学校

月 日（木） 中甘田公民館
月 日（金） 上熊野公民館
月 日（月） 堀松公民館
月 日（火） 保健福祉センター
月 日（水） 保健福祉センター
月 日（木） 保健福祉センター
月 日（金） 酒見構造改善センター
月 日（月） 西浦コミュニティーセンター
月 日（火） 西浦コミュニティーセンター
月 日（木） 富来活性化センター
月 日（金） 富来活性化センター
月 日（日） 富来活性化センター
月 日（金） 富来活性化センター
月 日（日） 保健福祉センター

実 施 日 場 所 時 間

【対象者】 歳以上の方
受診券を忘れずにお持ちください。がが んん 検検 診診が ん 検 診

女性がん検診
・乳がん検診、子宮がん検診（集団検診）、子宮がん
検診（個別検診）は 月以降に予定しています。

・詳細は後日、広報や案内通知等でお知らせします。
女性がん検診

（胃がん、大腸がん、肺がん検診）



ハ
ウ
ル
の
お
話
宅
急
便

日
時

月

日（
水
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

日
時

月

日（
金
）

午
後

時
か
ら

場
所

ま
す
ほ
の
里

お
は
な
し
会

日
時

月

日（
水
）・

日（
水
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時

月

日（
土
）・

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

休館日のご案内

月

日 ・ 日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お 問 い 合 せ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

休館日のご案内

月

日 ・ 日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お 問 い 合 せ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

月月

志

お 問 い 合 せ

新
着
・
お
す
す
め
の
本

ネネ
ココ
にに
金金
星星

ネ
コ
に
金
星

岩岩
合合

光光
昭昭

岩
合

光
昭

世世
界界
各各
地地
のの
野野
生生
動動
物物
のの
姿姿
をを
撮撮

世
界
各
地
の
野
生
動
物
の
姿
を
撮

りり
続続
けけ
てて
いい
るる
岩岩
合合
光光
昭昭
ささ
んん
。。
日日

り
続
け
て
い
る
岩
合
光
昭
さ
ん
。
日

本本
のの
ネネ
ココ
のの
姿姿
をを
求求
めめ
るる
旅旅
をを
しし
てて

本
の
ネ
コ
の
姿
を
求
め
る
旅
を
し
て

年年
にに
なな
るる
そそ
うう
でで
すす
。。
ネネ
ココ
のの
魅魅

年
に
な
る
そ
う
で
す
。
ネ
コ
の
魅

力力
にに
ここ
ろろ
っっ
とと
やや
らら
れれ
てて
しし
まま
うう
とと

力
に
こ
ろ
っ
と
や
ら
れ
て
し
ま
う
と

いい
うう
岩岩
合合
ささ
んん
がが
、、
訪訪
れれ
たた
町町
でで
暮暮

い
う
岩
合
さ
ん
が
、
訪
れ
た
町
で
暮

らら
すす
ネネ
ココ
たた
ちち
のの
自自
然然
なな
姿姿
をを
とと
らら

ら
す
ネ
コ
た
ち
の
自
然
な
姿
を
と
ら

ええ
たた
写写
真真
集集
でで
すす
。。
かか
わわ
いい
いい
ネネ
ココ

え
た
写
真
集
で
す
。
か
わ
い
い
ネ
コ

にに
癒癒
ささ
れれ
るる
ここ
とと
間間
違違
いい
なな
しし
のの
一一

に
癒
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
の
一

冊冊
でで
すす
。。
他他
にに

そそ
っっ
とと
ネネ
ココ
ぼぼ
けけ

冊
で
す
。
他
に

そ
っ
と
ネ
コ
ぼ
け

もも
ああ
りり
まま
すす
。。

も
あ
り
ま
す
。

るる
るる
ぶぶ
金金
沢沢
能能
登登
加加
賀賀

る
る
ぶ
金
沢
能
登
加
賀

パパ
ブブ
リリ
ッッ
シシ
ンン
ググ

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

ああ
っっ
ちち
もも
ここ
っっ
ちち
もも
行行
きき
たた
いい

あ
っ
ち
も
こ
っ
ち
も
行
き
た
い

そそ
んん
なな
人人
にに
、、
二二
日日
間間
のの
金金
沢沢
クク
ルル
ーー

そ
ん
な
人
に
、
二
日
間
の
金
沢
ク
ル
ー

平
日
は
午
後

時

分
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す

・

・

月
は
平
日
の
開
館
時
間
を

分
延
長
し
て
い
ま
す

仕
事
帰
り
に
ぜ
ひ
図
書
館
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（火）
西 海
西 浦

前浜バス停前
笹波バス停
のぞみの里
赤崎作業場前
西海長畑商店前

日（水） 富 来
すみれ作業所
富来病院

日（水）
熊 野
福 浦

熊野多目的集会場
福浦郵便局前

日（木） はまなす園

日（金） 有縁の荘

日（火）
稗 造

東小室バス停
鵜野屋バス停

志賀町デイサービスセンター

日（水） 保育所
とぎ保育園
ますほ保育園

日（火） 東増穂
八幡公民館
アイリス（老保）
ますほの里（特養）

日（水） 西増穂

大福寺干場商店前
稲敷集会場
西増穂郵便局
はまなす園デイサービスセンター
とぎ地域福祉センター

日（木） はまなす園

月
日（火）

西 海
西 浦

前浜バス停前
笹波バス停
のぞみの里
赤崎作業場前
西海長畑商店前

日（水） 富 来
すみれ作業所
富来病院

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（火）

日（水）

日（水）

日（木）

日（金）

日（火）

日（水）

日（火）

日（水）

日（木）

月
日（火）

日（水）

新
着
の
本

ジジ
ンン
ググ
ププ
ララ
ンン
をを
紹紹
介介
。。
まま
たた
能能
登登

ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
紹
介
。
ま
た
能
登

のの
味味
覚覚
やや
加加
賀賀
温温
泉泉
郷郷
のの
情情
報報
なな
どど

の
味
覚
や
加
賀
温
泉
郷
の
情
報
な
ど

もも
盛盛
りり
だだ
くく
ささ
んん
でで
すす
。。
他他
にに
最最
新新

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
他
に
最
新

のの
全全
国国
各各
地地
のの
観観
光光
ブブ
ッッ
クク
もも
ああ
りり

の
全
国
各
地
の
観
光
ブ
ッ
ク
も
あ
り

まま
すす
。。
是是
非非
ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい
。。

ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ブブ
ルル
ーー
ベベ
リリ
ーー

重重
松松

清清

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

重
松

清

ササ
ウウ
スス
ポポ
イイ
ンン
トト

サ
ウ
ス
ポ
イ
ン
トよよ

しし
もも
とと
ばば
なな
なな

よ
し
も
と
ば
な
な

恋恋
すす
るる
力力

藤藤
本本
ひひ
とと
みみ

恋
す
る
力

藤
本
ひ
と
み

そそ
のの
時時
まま
でで
ササ
ヨヨ
ナナ
ララ

そ
の
時
ま
で
サ
ヨ
ナ
ラ山山

田田

悠悠
介介

山
田

悠
介

青青
のの
懺懺
悔悔

堂堂
場場

瞬瞬
一一

青
の
懺
悔

堂
場

瞬
一

芝芝
浜浜
謎謎
噺噺

愛愛
川川

晶晶

芝
浜
謎
噺

愛
川

晶

ああ
ぽぽ
やや
んん

新新
野野

剛剛
志志

あ
ぽ
や
ん

新
野

剛
志

熟熟
年年
革革
命命

渡渡
辺辺

淳淳
一一

熟
年
革
命

渡
辺

淳
一

クク
ロロ
ニニ
クク
ルル
千千
古古
のの
闇闇

ク
ロ
ニ
ク
ル
千
古
の
闇

ミミ
シシ
ェェ
ルル
・・
ペペ
イイ
ヴヴ
ァァ
ーー

ミ
シ
ェ
ル
・
ペ
イ
ヴ
ァ
ー

志賀町立図書館 展示ホール

生誕百年記念企画展示

岡部文夫の生誕百年を記念して、歌集や写真パネ
ルなどで生涯を振り返る企画展を開催中です。ぜひ
ご来館ください。

志賀町立図書館 展示ホール

生誕百年記念企画展示

岡部文夫の生誕百年を記念して、歌集や写真パネ
ルなどで生涯を振り返る企画展を開催中です。ぜひ
ご来館ください。

郷郷土土のの歌歌人人 岡岡部部 文文夫夫郷土の歌人 岡部 文夫

富
来
図
書
館
か
ら
の

お
願
い

池
波
正
太
郎
の
文
庫
本
を
寄

贈
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て

い
ま
す
。
富
来
図
書
館
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。



志賀町児童館

　

４
枚
の
折
り
紙
を
使
っ
て
紙
パ
ズ

ル
を
作
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
折
り
紙

を
折
り
た
た
む
こ
と
で
内
側
と
外
側

が
い
れ
か
わ
る
紙
パ
ズ
ル
の
謎
解
き

は
難
し
く
、
子
ど
も
た
ち
は
悪
戦
苦

闘
。「
わ
か
ら
ん
」「
で
き
ん
」
と
言

い
な
が
ら
も
、
柔
軟
な
発
想
と
推
理

力
で
な
ん
と
か
ク
リ
ア
。
変
身
紙
パ

ズ
ル
は
子
ど
も
た
ち
に
発
想
の
転
換

　

４
月
の
ク
ッ
キ
ン
グ
は
お
や
つ
と

し
て
人
気
の
「
お
花
見
ボ
ー
ロ
」
を

作
り
ま
し
た
。
高
学
年
の
子
が
小
麦

粉
等
の
材
料
を
混
ぜ
た
り
ち
ぎ
っ
た

り
し
、
低
学
年
の
子
が
手
の
ひ
ら
で

　

５
月
７
日
（
水
）
児
童
館
裏
の
畑

に
豊
作
を
夢
み
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。「
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
は
ね
か
せ
て
植
え
、
や
さ
し
く
土

を
か
け
て
ね
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
５
月
の
風
を

う
け
な
が
ら
「
葉
っ
ぱ
か
ら
イ
モ
が

な
る
が
」
と
一
本
一
本
丁
寧
に
植
え

て
い
き
ま
す
。 

秋
の
芋
掘
り
も
体

験
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

児
童
館
で
子
ど
も
た
ち
は
地
域
や

年
齢
の
異
な
る
友
だ
ち
と
一
輪
車
、

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

　

移
動
児
童
館

　

今
月
の
移
動
児
童
館
は
富
来
地

域
で
す
。
６
月
14
日(

土)

10
時

か
ら
富
来
公
民
館
に
て
。
牛
乳

パ
ッ
ク
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
パ
ズ
ル
を
作
り
ま
す
。
ま

た
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
遊

び
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
数
参

加
く
だ
さ
い
。

作
っ
て
遊
ぼ
う
（
紙
パ
ズ
ル
）

ク
ッ
キ
ン
グ

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
る

★申し込み、お問い合せは　　志賀町児童館まで　℡   32-1724

生
地
を
こ
ろ
こ
ろ
丸
め
ま
す
。
大
き

さ
は
少
々
不
揃
い
で
す
が
丸
く
て
サ

ク
サ
ク
と
し
た
食
感
の
ボ
ー
ロ
が
完

成
。
桜
の
花
を
添
え
、
春
ら
し
く
優

し
い
味
の
お
や
つ
に
な
り
ま
し
た
。

6月　4日（水）手形・足形づくり１０：００～事前申し込み必要 (１５名限定 )

6月　8日（日）チャレンジ志賀教室　１３：３０～（紙飛行機等）

6月１４日（土）移動児童館 (富来活性化センター )　１０：００～

6月２２日（日）バドミントンクラブ　１３：３０～

6月２９日（日）子どもクッキング（カラフルフルーツポンチ）　１３：３０～

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

　　
手
形
・
足
形
づ
く
り
（
壁
掛
け
）

　

か
わ
い
い
お
子
さ
ん
の
成
長
の

記
録
を
手
形
・
足
形
と
し
て
残
し

ま
せ
ん
か
。
児
童
館
で
は
２
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
焼
き
も

の
の
手
形
・
足
形
づ
く
り
を
年
２

回
行
い
ま
す
。
一
回
め
は
６
月
４

日
（
水
）
10
時
か
ら
児
童
館
に
て
。

　

柔
ら
か
い
粘
土
の
上
に
手
や
足

を
置
く
だ
け
で
す
。
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

児
童
館
で
遊
ぼ
う

卓
球
、
折
り
紙
な
ど
を
し
な
が
ら

自
由
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ル
や
お
も
ち
ゃ
、
本
、
ビ
デ
オ

な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
幼
児

か
ら
大
人
ま
で
地
域
の
憩
い
の
場
、

交
流
の
場
と
し
て
児
童
館
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

と
、
知
恵
を
働
か
せ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。



賃
借
人
が
、
借
家
に
つ
い
て
本
来
は
家
主

が
負
担
す
べ
き
必
要
費
を
支
出
し
た
場
合
は
、

家
主
に
対
し
て
た
だ
ち
に
必
要
費
の
償
還
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
要
費

と
は
、
借
家
の
原
状
を
維
持
し
た
り
原
状
を

回
復
す
る
た
め
の
費
用
の
ほ
か
、
通
常
の
利

用
に
適
す
る
状
態
に
保
つ
た
め
の
費
用
や
、

法
令
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
排
水
・
防
火
施
設

な
ど
の
設
備
費
用
な
ど
を
含
み
ま
す
。
浴
槽

や
洗
面
設
備
な
ど
が
壊
れ
て
こ
れ
を
修
理
し

た
費
用
は
、
通
常
は
必
要
費
に
当
た
り
ま
す

か
ら
、
家
主
に
対
し
て
た
だ
ち
に
支
払
う
よ

う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

賃
借
人
が
建
物
に
居
住
す
る
た
め
に
は
、

当
然
、建
物
の
敷
地
も
利
用
せ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。そ
こ
で
、賃
借
人
は
、建
物
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
敷
地
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。賃
借
人
は
、
土
地
を
賃

借
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
建
物
を

利
用
す
る
た
め
に
は
当
然
に
敷
地
の
利
用
が

と
も
な
う
の
で
、
そ
の
範
囲
内
で
敷
地
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、一
戸
建
て
の
場
合
は
、そ
の
建
物
の

周
囲
の
敷
地
は
建
物
の
利
用
上
必
要
で
す
か

ら
、当
然
利
用
で
き
ま
す
。ま
た
、
そ
の
建
物

に
付
属
す
る
庭
は
通
常
の
用
法
に
し
た
が
っ

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
庭
を

家
庭
菜
園
に
利
用
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

借
地
契
約
で
、
賃
借
人
が
建
て
る
建
物
は

住
宅（
居
住
用
）と
す
る

と
い
う
特
約
に
合

意
し
た
賃
借
人
が
営
業
目
的
の
建
物
を
建
築

し
た
ら
、
契
約
違
反
で
あ
る
の
は
明
白
で
す
。

と
く
に
、近
隣
が
住
宅
地
で
、
そ
の
営
業
用

建
物
を
建
て
る
こ
と
で
環
境
が
悪
化
す
る
場

浴
槽
や
洗
面
設
備
の
修
理
費
用
は
家
主

に
請
求
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

建
物
の
賃
借
人
で
す
が
、
庭
で
家
庭
菜

園
な
ど
を
始
め
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

住
宅
用
と
し
て
賃
借
し
た
土
地
に
、営

業
目
的
の
建
物
を
建
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

合
な
ら
ば
、
地
主
は
、
契
約
違
反
を
理
由
と

し
て
契
約
の
解
除
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
場
合
は
、
契
約
に
反
す
る
行

為
を
賃
借
人
が
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

地
主
と
し
て
は
、工
事
前
や
工
事
中
で
あ
れ

ば
、
契
約
の
本
旨
に
し
た
が
っ
て
た
だ
ち
に

工
事
を
中
止
す
る
よ
う
賃
借
人
に
要
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、契
約
書
に
木
造
の
住
宅
を
建

て
る
と
い
う
特
約
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

賃
借
人
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
し
た
と

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
場
合
、
契
約
違
反
が
あ
り
ま
す
の
で
、

違
反
行
為
を
中
止
す
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
契
約
違
反
を
理
由
に
契
約

を
解
除
で
き
る
か
否
か
は
、
結
局
、
信
頼
関

係
の
破
綻
が
あ
る
か
ど
う
か
で
決
ま
っ
て
き

ま
す
。
と
く
に
、
土
地
の
賃
貸
借
契
約
に
お

い
て
は
、
地
主
は
土
地
を
貸
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
本
来
的
に
は
そ
の
上
に
建
つ
建
物

の
利
用
は
賃
借
人
の
自
由
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
建
物
の
問
題
で
土

地
の
賃
貸
借
契
約
自
体
を
解
除
す
る
に
は
、

か
な
り
の
理
由
が
必
要
で
す
。
一
般
的
に
は
、

土
地
の
賃
貸
借
契
約
を
解
除
で
き
る
だ
け
の

信
頼
関
係
の
破
壊

に
至
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
で
す
。

借
地
契
約
に
木
造
建
物
と
い
う
特
約
が

あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
借
人
が
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
に
し
た
い
と
か
、建

物
の
使
用
目
的
を
住
宅
用
か
ら
営
業
用
に
変

更
し
た
い
と
申
し
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

賃
借
人
に
と
っ
て
は
、こ
の
よ
う
な
変
更
に

よ
り
、前
者
の
例
で
は
建
物
の
朽
廃
に
よ
る

借
地
権
の
消
滅
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
、

借
地
期
間
も
長
く
な
り
ま
す
。ま
た
、後
者
の

賃
借
人
が
立
て
た
建
物
の
種
類
構
造
が

契
約
違
反
だ
っ
た
場
合
は
、ど
う
な
り
ま
す
か
。

賃
借
人
が
借
地
の
用
途
・
条
件
の
変
更

を
申
し
出
た
と
き
、
承
諾
料
を
請
求
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

で
、
地
主
か
ら
許
可
を
得
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
増
改
築
禁
止
の
特
約
が
あ
り
、
し

か
も
地
主
の
許
可
が
得
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

賃
借
人
が
ど
う
し
て
も
増
改
築
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
と
き
は
、
地
主
の
承
諾
に
代

わ
る
裁
判
所
の
許
可
の
手
続
き
を
利
用
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
裁
判
所
の
許
可
の
手
続

き
と
は
、

増
改
築
禁
止
の
特
約
が
あ
る
、

利
用
上
相
当
な
増
改
築
で
あ
る
、

地
主

と
の
話
し
合
い
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う

よ
う
な
場
合
に
、
賃
借
人
が
増
改
築
工
事
着

手
前
に
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
手
続
き
で
す
。

裁
判
所
は
、
双
方
の
言
い
分
を
聞
い
た
上
で
、

借
地
条
件（
た
と
え
ば
地
代
）を
変
更
し
た
り
、

地
主
に
承
諾
料
を
支
払
う
こ
と
と
引
き
換
え

に
増
改
築
を
認
め
る
と
い
っ
た
解
決
の
し
か

た
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
賃
借
人

と
し
て
は
大
い
に
利
用
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

賃
借
人
か
ら
、
借
地
上
に
あ
る
建
物
の
増

改
築
の
許
可
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
地
主
と
し

て
は
、ど
の
よ
う
な
増
改
築
を
す
る
の
か（
増

改
築
の
理
由
、建
物
の
構
造
、高
さ
な
ど
）を
賃

借
人
か
ら
聞
く
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

増
改
築
が
土
地
の
利
用
上
相
当
な
も
の
か
ど

う
か
、
周
囲
へ
の
悪
影
響
が
な
い
か
ど
う
か
、

な
ど
を
検
討
し
て
許
可
を
す
る
か
否
か
を
判

断
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
増
改

築
を
必
ず
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
よ
う
な
義
務
は
、
地
主
に
は
な
い
の
で
す
。

賃
借
人
の
増
改
築
を
認
め
る
代
わ
り
に
、

地
主
側
か
ら
条
件
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
の
条
件
と
し
て
一
般
に
多
く
見
受
け

ら
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

増
改
築
の
内
容
を
一
部
変
更
し
て
も
ら
う
、

増
改
築
と
引
き
換
え
に
地
代
の
値
上
げ
を

す
る
な
ど
、
借
地
契
約
の
条
件
変
更
を
す
る
、

相
応
の
承
諾
料
を
支
払
っ
て
も
ら
う
。
ま

た
、

単
独
の
条
件
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の（
た
と
え
ば
、増

改
築
の
内
容
を
一
部
変
更
し
、し
か
も
相
当
の
承

諾
料
を
払
っ
て
も
ら
う
こ
と
）
を
条
件
と
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

賃
借
人
か
ら
増
改
築
の
許
可
を
求
め
ら

れ
た
場
合
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

例
で
は
営
業
上
の
収
入
が
上
が
る
た
め
、利

益
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。一
方
、
地
主

に
と
っ
て
は
借
地
の
返
還
時
期
が
延
び
る
こ

と
に
な
り
、
建
物
の
買
取
り
請
求
を
さ
れ
た

と
き
の
負
担
が
増
大
す
る
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
す
の
で
、不
利
益
が
生
じ
ま
す
。そ
こ
で
、

右
の
よ
う
な
賃
借
人
の
利
益
、
地
主
の
不
利

益
を
調
整
し
て
、円
満
に
用
途
条
件
変
更
を

合
意
す
る
た
め
に
、
賃
借
人
が
承
諾
料
を
支

払
う
、
と
い
う
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、賃
借
人
か
ら
申
出
の
あ
っ
た

条
件
変
更
を
認
め
る
代
償
と
し
て
、地
主
は

賃
借
人
に
対
し
て
承
諾
料
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

本
来
、
借
地
上
に
あ
る
建
物
に
つ
い
て
は
所

有
者
で
あ
る
賃
借
人
は
自
由
に
増
改
築
で
き

る
は
ず
で
す
。と
こ
ろ
が
、地
主
側
か
ら
み
る

と
、
賃
借
人
が
建
物
の
増
改
築
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
建
物
の
寿
命
が
延
び
、法
定
更

新
な
ど
に
よ
る
借
地
権
の
期
間
が
延
び
る
、

建
物
の
価
値
が
増
加
す
る
た
め
、
賃
貸
借
が

終
了
し
た
場
合
に
賃
借
人
か
ら
地
主
に
対
し

て
建
物
の
買
取
り
請
求
が
な
さ
れ
た
と
き
の

支
払
代
金
が
高
く
な
る
、
な
ど
の
不
利
益
が

発
生
し
ま
す
。そ
の
た
め
、建
物
に
関
す
る
増

改
築
禁
止
の
特
約
を
結
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
、

不
利
益
を
補
う
た
め
に
こ
の
特
約
は
有
効
、

と
考
え
る
の
が
一
般
的
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

増
改
築
禁
止

の
特
約
は
有
効
で
す
が
、
賃

借
人
が
そ
の
特
約
を
無
視
し
て
増
改
築
し
た

と
し
て
も
、
す
べ
て
の
場
合
に
特
約
違
反
に

よ
る
契
約
解
除
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
裁
判
所
は
、
賃
借
人
が
地
主
と

の
信
頼
関
係
を
破
壊
し
た
か
否
か
で
、
解
除

が
有
効
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
か
ら
、
特

約
違
反
は
そ
の
判
断
の
一
事
由
と
な
る
に
す

ぎ
な
い
の
で
す
。

。

賃
貸
借
契
約
書
の
中
に

増
改
築
禁
止

の
特
約
が
な
い
場
合
は
、
賃
借
人
は
、
自
分

の
所
有
す
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
自
由
に
増
改
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

借
地
契
約
書
の
中
の

増
改
築
禁
止

の
特
約
は
有
効
で
し
ょ
う
か
。

借
地
上
の
建
物
の
増
改
築
を
賃
借
人
が
、地

主
の
許
可
な
く
行
っ
た
場
合
ど
う
な
り
ま
す
か

弁護士（元高等検察庁検事）
愛知学院大学法科大学院特任教授

國田 武二郎（堀松出身）

東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・公判検事として財政・
経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、
交通事犯など数多くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成にもあた
る。平成 年 月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ法律事務所という名称で法律事
務所を開設し、弁護士として活動。また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学
院で教鞭を取っている。平成 年から愛知・三重両県の産業保険推進センター産業保健相談
員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、愛知県警察学校で講師。

借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

借
地
・
借
家
を
巡
る
諸
問
題（
そ
の

）



住民課からのお知らせ税務課からのお知らせ

１．地震保険料控除の創設

　損害保険料控除が改組され、地震保険料控除が創設されました。　

控　除　内　容 控除限度額

地震保険料契約に関する保険料の２分の１ ２５，０００円

【経過措置】平成 18 年 12 月 31 日までに契約した長期損害保険契約につい
　　　　　　ては従前の損害保険料控除が適用されます。

１０，０００円

地震保険料と長期損害保険がある場合（同一契約ではどちらか一方）
　地震保険料控除額と長期損害保険料控除額の合計

２５，０００円

２．老年者非課税措置廃止に伴う経過措置の終了

　　　　平成 17 年１月１日において 65 歳以上の方（昭和 15 年１月２日以前に生まれた方）で前年の合計所
　　　得金額が 125 万円以下の方に適用されていた減額措置がなくなり、本来の税額で課税されます。

所　得　割 均　等　割

平成 19 年度 本来の税額の２／３で課税 ２，９００円

平成20年度 本来の税額 ４，５００円

３．住民税における住宅ローン控除の創設

　　　税源移譲により、所得税が減額となったため、所得税から住宅ローン控除額を引ききれない場合、所得
　　税から控除しきれなかった額を翌年度の住民税（所得割）から控除できます。
　　　次の条件を満たす方が対象
　　　①　平成 11 年から平成 18 年末までに入居し、住宅ローン控除を受けている方で所得税額から控除しき
　　　　れなかった額がある方
　　　②　申告期限までに役場税務課又は税務署へ「住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出された方

４．税源移譲時の年度間の所得変動に係る経過措置

　　　税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受けず、住民税率の変更による税負担の
　　増加の影響のみを受ける方については、すでに納付済の平成 19 年度住民税額から、税源移譲により増額
　　となった住民税相当額が還付されます。
　　　次の条件を満たす方が対象
　　　①　平成 19 年度住民税が課税されており、退職等により平成 19 年分の所得税がかからなくなった方
　　　②　平成 20 年７月１日～ 31 日の間に、平成 19 年１月１日現在お住まいの市区町村に「減額申告書」
　　　　を提出していただいた方
　　　　※　期間内に「減額申告書」を提出しなかった場合は、経過措置の適用を受けることができません。

●　●　●　●　平成２０年度個人住民税（普通徴収）の納期　●　●　●　●

期　別 第１期 第２期 第３期 第４期
納期限 6月30日 9月1日 10月 31日 2月2日

詳しくは、志賀町役場税務課（TEL３２－９１４２）までお問い合せください。



ケーブルテレビ

ＩＣＴで快適・便利・安心・安全なくらしへ

ケーブルテレビ　　

志賀町ＣＡＴＶ整備事業
最新情報、まちのホットな情報をお届けします

　志賀町では現代の情報化社会への対応、また国（総務省）が進めるユビキタスネット
社会の実現を図るため、町内全域にＣＡＴＶ網を敷設し、情報通信基盤整備を推進します。

2008.6　NO.11

　１期エリアの一般世帯から順次引込工事・宅内工事に着手していますが、大変混み合っており、ご迷惑をお掛けして
います。エリア別の工事時期は次のように予定していますので、ご理解・ご協力をお願いします。

引込・宅内工事 サービス開始

＊１期エリア（一般世帯）
＊全地区の集会所・公民館等

４月～６月
①引込・宅内工事が終了した世帯からサービスが利用できます。
②５月中は試験放送期間です。
③６月１日からテレビの本放送、インターネットサービスが利
　用できます。
④全てのサービス開始（全面開局）は、１０月を予定しています。

＊２期エリア（一般世帯） ６月～８月

■ 工事スケジュール

■ 料金発生の時期

※一部地域で、時期が前後することがあります。ご了承願います。

　※H20.10.31までに申し込みをされた方は、翌々月から料金が必要となります。
　　H20.11. 1 以降に申し込みをされた方は、翌月から料金が必要となります。

・・・町指定業者には、指定名札（認定証）の装着を義務付けています・・・

　引込工事・宅内工事には、町指定の工事業者がお伺いします。
　町指定の工事（無料）以外で追加（有料）工事が発生する場合は、必ず事前
同意を得て施工します。町指定名札（認定証）を確認し、悪徳商法や便乗商法
に十分にご注意ください。

【 追加（有料）工事の例 】
　・配線の隠ぺい化工事、地中化工事、延長工事等の追加工事
　・テレビ分配器等の交換が必要となる場合
　・テレビ分配器以降の宅内配線を新たに敷設（交換）する場合
　・町内ＩＰ電話のために電話機等の交換が必要となる場合
　・町内ＩＰ電話のために新たな電話配線工事等が必要となる場合
　・インターネットサービスのためにＬＡＮケーブルを敷設する場合、または無線ルーター等新たな機器を設置する場合 



CATV

　志賀町内では現在ＡＤＳＬ、ＩＳＤＮインターネットサービスを利用できますが、ＣＡＴＶ整備により光ファイバー
ケーブルを利用した最大100Mbps（ベストエフォート）の高速インターネットサービスが利用できるようになります。

　加入申し込みを受け付け後、皆さんのお宅へ引込工事・宅内工事に伺います。提出がない場合は、工事をすることが
できません。まだ提出されていない方は、利用開始が遅くなる場合がありますので、早急に提出をお願いします。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

①光インターネットですから、中継局からの距離に関係なくアップロード（上り）、ダウンロード（下り）ともに高速
（100Mbps）で安定した接続が可能となります。
　音楽、映像、データの大容量ファイルのアップロード・ダウンロードがスムーズに行えます。
②ＡＤＳＬモデムスプリッタなどの機器が不要となり、ＩＰ音声告知端末とパソコンを接続するだけで、手軽にインター
ネットサービスを始めることができます。
③初期登録料5,250円（初回のみ）、月額利用料金4,725円【プロバイダ料金込み（有料テレビコースとセット加
入で3,675円）】で光インターネットが利用できます。個別のプロバイダ料金、ＡＤＳＬ、ＩＳＤＮ利用料やモデ
ムレンタル料は不要となります。

　志賀町光インターネットの長所



６月１日より事業所の加入
受付を開始します。

　（１）申し込み用紙は一般世帯と同じです。
　（２）加入負担金は、加入申し込み受付後、町から納付書を送付します。入金確認後、工事に着手します。
　（３）宅内工事実費分の工事については、事前了解をいただき施工します。工事費は、指定業者へ直接お支払いください。
　（４）両サービス同時加入の場合、加入負担金は31,500円（10,500円引き）となります。
　（５）宅内工事と同時に上記②を行う場合は、テレビ700円／1台、ビデオ700円／1台、ＳＴＢ1,200円／1台
　　　　となります。
　（６）宅内工事と同時に上記④を行う場合は、基準設定費（ＩＰ端末から1.5mのモジュラーケーブルで接続できる範囲）
　　　　等が必要となります。ただし、電話機や交換機によりＩＰ電話を使用できない場合があります。

　　　※上記のテレビ、電話等の設定単価は、H20.10.31までに申し込みをされた方に限ります。　

【２．事業所の引込工事負担金】
　（１）幹線クロージャーからドロップケーブル（約100～150メートル）により引き込みができる場合は、引込工
　　　　事負担金は不要です。
　（２）上記以外の場合（幹線の延長が必要な場合）は、以下の引込工事負担金が必要となります。

【１．事業所の加入負担金】

区　　分 加入負担金 宅内工事費（指定業者へ直接お支払いください。）

放送サービス 21,000円
実費分
①ＯＮＵから分配器等までの配線工事
②テレビ、ビデオ、ＳＴＢ等のチャンネル設定

通信サービス 21,000円
実費分
③ＯＮＵからＩＰ音声告知端末までの配線工事
④町内ＩＰ電話の設定

延長が必要な距離 ドロップケーブルにより
引き込みができる場合　 500ｍまで 501～ 1,000ｍ 1,001～ 2,000ｍ 以降1,000ｍ延長ごと

　に500,000円加算引込工事負担金 無　料 250,000円 500,000円 1,000,000円

３．具体的なパターン

　（３）住民登録有の居宅兼事業所（居宅と事業所部分で別々に引込）

　（１）独立した事業所（一般事業所、病院、ホテル等）

　（２）住民登録有の居宅兼事業所（民宿、理容店、飲食店、物品販売店等で同一引込）

( 消費税込み )



　（４）アパート等の集合住宅
　　　　アパート等の集合住宅の接続は建物ごとにより独自の接続方法となるため、建物保有者（経営者）の方と協議
　　　させていただきます。接続を希望する建物保有者（経営者）は情報推進課までご連絡をお願いいたします。

　（５）その他
　　　　①前記（１）～（４）以外の場合は、情報推進課までご連絡をお願いいたします。
　　　　②居宅部分の宅内工事（無料分）は、[放送サービス：分配器または１台目のテレビまでの接続（露出配線）]、
　　　　　[ 通信サービス：ＩＰ音声告知端末まで接続（露出配線）]となります。
　　　　③隠ぺい化工事、地中化工事、延長工事等の追加工事は、全て実費となります。
　　　　④事業所でＩＰ音声告知端末不要の場合は、防災上の観点から無線端末を無償貸与します。
　　　　⑤複数事務所を有する事業所は、１事務所あたり１事業所とみなします。

　■引込指定業者（平成 20年 5月１日現在　認定業者）
業　者　名 住　所 電話番号 業　者　名 住　所

㈱橋爪電気設備工業 志賀町富来地頭町 42-0555 北陸電気工事㈱志賀営業所 志賀町若葉台 32-1843

坂下電気工事 志賀町安津見 36-1593 長根尾電気商会㈲ 志賀町東小室 42-8271

志賀電サービス㈱ 志賀町代田 37-1588 ㈱樋口電気工事 志賀町長沢 32-3264

㈲まつうら電器 志賀町高浜町 32-3411 光ネットワーク㈱ 志賀町高浜町 32-5671

桜井電気工事㈱ 志賀町高浜町 32-0301 ㈱光電社 羽咋市新保町 22-9700

坂室電機㈱ 宝達志水町柳瀬 29-2045 田中サービス 中能登町大槻 0767-74-2237

㈱河北電工社 津幡町字横浜 076-289-2632 ㈲クリア通信システム 津幡町字緑が丘 076-289-7377

㈲清水商会 かほく市高松 076-281-0132 上村電建㈱ 金沢市専光寺町 076-268-2255

みつぼしテクノ㈱ 金沢市京町 076-252-7202 マスプロ電工㈱金沢営業所 金沢市森戸 076-249-5301

山口電化サービス 白山市成町 076-276-0620

　■宅内指定業者（平成 20年 5月１日現在　認定業者）
業　者　名 住　所 電話番号 業　者　名 住　所 電話番号

㈱橋爪電気設備工業 志賀町富来地頭町 42-0555 北陸電気工事㈱志賀営業所 志賀町若葉台 32-1843

㈲岡部電機商会 志賀町末吉 32-0050 笠原家庭電器店 志賀町富来領家町 42-0444

小林電気商会 志賀町舘開 37-1837 坂下電気工事 志賀町安津見 36-1593

電気のかわばた 志賀町里本江 42-1066 長根尾電気商会㈲ 志賀町東小室 42-8271

㈲小川電設 志賀町富来領家町 42-1007 橋電気商会 志賀町三明 47-1433

末吉電業㈲ 志賀町高浜町 32-0076 ヤマデン 志賀町富来領家町 42-1057

加能電機商会 志賀町西海風戸 45-1127 ㈲盛本電気工事 志賀町代田 37-2157

木村電機 志賀町福野 32-1826 大塚電気工事 志賀町高浜町 32-2839

でんきやさん　かわの 志賀町末吉 32-3484 ㈱樋口電気工事 志賀町長沢 32-3264

㈲まつうら電器 志賀町高浜町 32-3411 光ネットワーク㈱ 志賀町高浜町 32-5671

志賀電サービス㈱ 志賀町代田 37-1588 桜井電気工事㈱ 志賀町高浜町 32-0301

㈱光電社 羽咋市新保町 22-9700 ㈲三慶システム販売 羽咋市大町 26-3032

北陸電気設備㈱ 羽咋市兵庫町 22-7126 坂室電機㈱ 宝達志水町柳瀬 29-2045

田中サービス 中能登町大槻 0767-74-2237 山口電機工事 七尾市矢田町 0767-53-5559

㈲北陸相互通信 七尾市三引町 0767-68-2250 ㈲クリア通信システム 津幡町字緑が丘 076-289-7377

㈱河北電工社 津幡町字横浜 076-289-2632 ㈲清水商会 かほく市高松 076-281-0132

㈱コネクト 金沢市古府 076-249-8887 マスプロ電工㈱金沢営業所 金沢市森戸 076-249-5301



お問い合せ先お問い合せ先

必要な材料はすべてアリス館にそろっています。
都合により内容を変更する場合があります。

鳥類写真展
月 日（日） 日（月）

中能登地区にみられる鳥の写真展です。ぜひご覧
ください。

北陸電力 アリス館志賀

月虹のイベント
月 日（土） 日（日）

スタンプラリー や 日替わり工作 など楽しいことい
っぱい。 クイズ や ゲーム もあるよ。
みんなアリス館に集合

会場スタンプラリー
月 日（土） 日（日）

アリス館からフローリィへ行くスタンプラリーだよ。
それぞれのスタンプを集めて、プレゼントをゲット

お父さん ありがとう
月 日（月） 月 日（日）

モールとストローを使ったかわいい小物入れ工作

アニマル うちわ
月 日（月） 月 日（木）

紙皿でかわいいうちわを作ろう



休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
診診療療時時間間はは、、午午前前 時時かからら正正午午ままでででですす。。ななおお、、受受診診のの際際ににはは、、事事前前にに病病院院へへ電電話話連連絡絡ししててくくだだささいい。。診療時間は、午前 時から正午までです。なお、受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
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当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

とどろき医院 羽咋市鶴多町
押水瑠璃光薬局 宝達志水町門前

押水クリニック 宝達志水町門前

日
（日）

羽咋診療所 羽咋市柳橋町 笠原健招堂薬局
コ ー プ 店 志賀町里本江

四蔵医院 志賀町仏木

日
（日）

保志場内科クリニック 羽咋市的場町
富来あおぞら薬局 志賀町富来地頭町

河崎医院 志賀町高浜町

日
（日）

松沼医院 宝達志水町敷波
まとば中央薬局 羽咋市的場町

新谷医院 志賀町末吉畷

日
（日）

いがわ内科クリニック 羽咋市鶴多町
は く い 薬 局 羽咋市的場町

池野整形外科医院 志賀町高浜町

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

とどろき医院
押水瑠璃光薬局

押水クリニック

日
（日）

羽咋診療所 笠原健招堂薬局
コ ー プ 店四蔵医院

日
（日）

保志場内科クリニック
富来あおぞら薬局

河崎医院

日
（日）

松沼医院
まとば中央薬局

新谷医院

日
（日）

いがわ内科クリニック
は く い 薬 局

池野整形外科医院

【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書きください。
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このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真等コメントを添えて情報推進課広報放送係までお送りください。

南　花恋ちゃん

　
　５月２７日で５歳になった我が家の
ムードメーカー花恋です。踊りが大好
きでダンス、バレエのレッスンに通っ
ています。歌って踊ってお喋りして毎
日とても楽しそう。ほらっ、今日も元
気に Let́s ダンシング～♪

「ペットボトル」の分別対象に５品目が追加「ペットボトル」の分別対象に５品目が追加
食用油脂を含まない調味料の入った、次のペットボトルのうち、ペットボトルマーク（※１）
が付されたものは、今後、簡単に中を洗浄して、「ペットボトル」として資源回収に出してく
ださい。（キャップははずして、「容器包装プラスチック」で出してください。）

１　しょうゆ加工品　　　　商品例：めんつゆ、ポン酢など
２　みりん風調味料　　　　商品例：みりん風調味料
３　食酢　　　　　　　　　商品例：米酢等の穀物酢、りんご酢等の果実酢、合成酢
４　調味酢　　　　　　　　商品例：すし酢、甘酢、三杯酢など
５　ﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ調味料　　商品例：ノンオイル和風ドレッシング調味料など

注　意

○上記の調味料の入ったペットボトルは、従来、プラマーク（※２）
商品でしたが、順次、ペットボトルマークが付されます。家に買
い置きしたものなどで、プラマークが付いている商品は、従来ど
おり、「容器包装プラスチック」で出してください。

※1　ペットボトルマーク ※２　プラマーク

平成平成2020年年６６月以後月以後

　　　　　　　　　　収集から収集から

水土里ネット　しか
　　　からお知らせです
　今年度　賦課金の納入期限は、平成２０年６月
３０日（月）となっております。お早めに納付を
お願い致します。
　　住所　志賀町堀松への１の１番地
　　電話　0767-32-3851

赤住の野村国博さん宅に
ある約100本の牡丹園。
当日は志賀町ケーブルテレ
ビネットワーク (SCN) も
撮影しました。

　

今
月
か
ら
志
賀
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
Ｓ
Ｃ
Ｎ
）
が
一
期
エ

リ
ア
の
一
部
で
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｎ
で
は
、
魅
力
あ
る
情
報
を
発
信
す

る
た
め
、
取
材
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
作
業
が
初
め
て
な
の
で
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
番
組
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
取
材
に
伺
っ
た

際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
や
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
Ｓ
Ｃ

Ｎ
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。


